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１．はじめに
　世界のマングローブ林の分布は詳細な分布とし
て明らかにされている。その分布は世界123カ国
に確認されおり，26科74種をマングローブと定義
している（ISME,2010）。ただし，このアトラス
では分布自体は表示されているものの，マング
ローブを成立させる環境条件との対応関係につい
ての統計的な記載はほとんど見られない。この主
な背景は，本書の筆者背景が先ず現時点における
世界のマングローブ林と生態系，地域住民との関
わり，保全や植林についての政府の取組状況など
を紹介することの２点に焦点が当てられていたこ
とにある。これは，マングローブの成立の環境条
件を厳密化していこうとする筆者からの意図から
すれば，分布成立の環境要因については，独自に
整理しておかなければならないということにな
る。そこで，筆者らの研究の基礎的な背景をグロー
バルスケールで位置づけようと考えた時，この分
布図と環境条件の対応について，一旦整理してお
く必要があると考えられた。
２． グローバル・リージョナルスケールで
みたマングローブ林の立地傾向
　標記の分布傾向を把握する手続きとその集計結
果については，平塚（2011）で紹介している。こ
こでは，その結果と解釈を少しまとめて記載し，
日本のマングローブ林がどのような土地的特性に
成立しているのかを位置づける前提としよう。
　グローバルスケールで捉えた分布は以前から知
られており，それは北限・南限といった大まかな
把握であった。この場合，熱帯に分布の中心があ
るマングローブ林分布の規制要因は気温であり，
更に海流と海水温によって分布の偏りが説明され
た（Chapman（1976）。しかし，マングローブ林
が分布する場所は，｢潮間帯の情半部という極め
て限られた，しかも変動の激しい，極論すれば，
１年の半分の時間は浸水環境にあり，もう半分以
上は干上がった状態にある｣ という，立地位置か
らの視点で分布の成立背景を考えた場合，もう１
つのグローバルスケールの環境条件である「乾燥」
が何らかの制約条件として働いていそうなことは
容易に想像できるのではないか。
　そこで，平塚（2011）では，世界の気候区分と
マングローブ林分布の対応を検証してみた。そこ
では，乾燥気候下での分布限界が明瞭に示されて
いた。具体的に言えば，温度条件は北限・南限な
どのように，分布の限界線として把握できる。乾
燥条件はこのような分布限界として理続性が大き
く断ち切られ，かなりの距離を置いて森林が出現
する傾向にあること。それは，おそらく局所的に
何らかの環境的アドバンテージが付与される場所
でのみマングローブ林が存在しうること。そのよ
うな条件が得られる場所は乾燥気候という環境条
件のエリア内で僅か3.5％ないし６％程度の海岸
でしかないことを明らかにした。
　更に，アジア大陸の中国からパキスタンまでの
海岸線一帯について，マングローブ林の立地に関
わる土地条件と森林分布についてのデータも作成
した（図１）。これによれば，マングローブ林の
出現はサンゴ礁との相応率が最も高いことが理解
された。これは，サンゴ礁が熱帯の高水温海域に
成立し，それは気温・水温条件でマングローブ林
の生育環境に重なること。サンゴ礁の地形形成が
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潮間帯の下半部付近までのレベルであり，上半部
に成立するマングローブ林の立地条件をサンゴ礁
が提供するような図式が巧く機能していることを
示唆した。
　一方で，温帯の限界域に注目すると，デルタの
ような大きな潮間帯に森林が出現するというより
は寧ろ，多島海や出入りが大きく，多数の河川や
複雑な海岸線を形作るような地形条件の場所で小
規模なマングローブ林の立地が点在していること
が明らかになった（図２）。
３． 日本のマングローブ林立地傾向の特徴
を西表島の現状から考える
　日本では，鹿児島県の喜入町を北限とし，種子
島，屋久島，奄美大島の鹿児島県と，沖縄島，宮
古島，石垣島及び西表島の沖縄県にマングローブ
の分布を広げている。主要な樹木の多くがヒルギ
科，クマツヅラ科，ハマザクロ科（マヤプシキ
科）の３科に属する種であり，西表島に生息する
マングローブはBruguiera gymnorhiza（オヒル
ギ），Kanderia obovata（メヒルギ），Rhizophora 
stylosa（ ヤ エ ヤ マ ヒ ル ギ ），Avicennia marina
（ ヒ ル ギ ダ マ シ ），Lumnitzera racemosa（ ヒ
ル ギ モ ド キ ），Nypa fruticans（ ニ ッ パ ヤ シ ），
Sonneratia alba（マヤプシキ）の５科７種とされ
ている。上記の種に付随して，サキシマスオウノ
キやシマシラキ，テリハボク，サガリバナ，リュ
ウキュウキョウチクトウ等の樹木が生育するほ
か，シイノキカズラなど特有のつる植物や草本を
ともなう場合がある。これらの付随する種は，半
マングローブを構成する種も含まれる。
　海岸線に立地しているマングローブ林と土地利
用の対応条件整理するために，解析の視点を本稿
の調査区である沖縄県西表島に移す。ここでは地
理情報システム（GIS）で１：25000のデジタル
地形図を読み込み，その上にシェープファイルで
土地利用を属性ごとに抽出し，テーマ別にレイヤ
を作成した（図３）。その結果，西表島全域土地
利用図に示されているように，全体的には同じ海
岸でも大きな岩がごろごろしている海岸や断崖に
なった所，崖にはマングローブは見られない。陸
側の条件としては河川の流出する極めて平坦な地
形である。マングローブが分布している部分の殆
どは，観察してみると，河川と隣接していること
が分かる。例えば，東部では仲間川，前良川，後
良川，西部では浦内川，仲良川，越良川などの下
流から河口一帯及び船浦湾の周辺部に群落をなし
て生育している。西表島の海岸線上（河川・潮間
帯含む）に占めるマングローブ林の割合はおよそ
67％である。また，島の土地利用の割合では1.5％
を占める。これらの値は島の周囲を囲む森林とし
て一定の規模にあることを確認した。
　実際の林分は河川の河口部や潮間帯の中でも，
特に，上流側に小さな森を形成していることが多
い。西表島のマングローブ林は沖積平野や河口湾
の奥部に立地しているようである（図４）。
　先述した，リージョナルスケールでみた土地条
件とマングローブ林分布の傾向に照らし合わせる
と，温帯でも北半球の北限に位置する西表島ではサ
ンゴ礁などが島の周囲に発達していても，湿度的な
要因もあり，そこが即座にマングローブ林の発達
域にはなっていないことと対応して，例えば，局
地的に見て風影にあたるなど，厳しい気候条件を
緩和する条件が反映される場所に立地しているこ
とが示唆される。言わば，西表島のマングローブ
林は局地的に恵まれた環境が確保できる場所に成
立しているといえるのではないか。分布を決定す
る，もう一つの理由として，河川の土砂供給量との
対応が想定できる大河川である仲間川と浦内川の
表１　土地利用割合（西表島）
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森林規模が大きいのはこの表れではないだろうか。
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図１　東南アジアにおける海岸線全域の土地利用
図２　中国大陸における土地利用とマングローブの対比
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図４　マングローブ林の立地傾向
図３　西表島全域土地利用図
